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文序

池田市は大阪府の北西部に位置し、五月山の緑、猪名川の水の流れに口まれて

います。このような自然の豊かな環境の中、人々が先史の時代から営み始めてい

ます。

近年はこの地も、陸・空の交通の要衝として、また、大阪のベットタウンとし

て開発が進み、大きく発展した。

しかしながら、このような開発・発展とは裏腹に、我々の祖先が伝え残してき

た文化遺産や自然が破壊され、かっての面影がしのぶことができないほ―ど様がわ

りしてしまったことも事実です。祖先から受け継がれてきた文化遺産を現代生活

に反映しつつ、また、後世に伝えていくことが我々の義務と考えております。

この報告書は、上述した状況の中、危機に面している埋蔵文化財について、国
―

の補助を受けて実施した発掘調査の概要報告であります。本書が文化財の理解に

通じれば幸いと存じます。

なお、調査の実施にあたつては多くの御指示、御助言をいただいた諸先生並び

に関係機関をはじめ、土地所有者、近隣住民の方々には文化財保護に対して、格

別の御理解と御協力をいただき、心より感謝と敬意を表し、厚く御礼申し上げま

す。

平成17年3月

池田市教育委員会

教育長 村 田 陽



例     言

1,本書は、池田市教育委員会が平成16年度国庫補助事業 (総額1,000,000円 、国庫50%)と して

実施した理蔵文化財緊急発掘調査の概要報告書である。

2.調査は、池田市教育委員会教育部社会教育課文化財担当が実施し、中西正和が現地を担当し

た。

3。 本書の執筆・編集は中西が行なった。また、本書の製図、遺物実測にあたっては野村大作 `

辻美穂・辻武司の協力を得た。

4.本書で使用する土層の色調は、F新版標準土色帖』 (農林水産技術会議事務局監修、財団法人

日本色彩研究所 色票監修)に よる。

5。 調査の進行にあたっては、施主並びに近1隣住民の方々にご理解、ご協力をいただいたことに

対 し、深く感謝の意を表します。



次

Ⅱ

　

　

　

Ⅲ

I 歴史的環境 ……………………………………………………………………………・ユ

池田城跡第50次調査 ……………・……………………………Ⅲ………………………5

禅城寺遺跡発掘調査 …………………………………………………………………・7

禅城寺遺跡第 5次調査 中…………………Ⅲ…………………………………… 8

禅城寺遺跡第 6次試掘調査 ……………………………………………………・9

宮の前遺跡発掘調査 …………………………………………………………………。11

宮の前遺跡第35次調査 …………………………………………………………・12

宮の前遺跡第40次調査 …………………………………………………………13

宮の前遺跡第41次調査 …………………………………………………………13

神田北遺跡発掘調査第13次試掘調査 ………………………Ⅲ………………………15

図版 1 1)池田城跡第50次調査  トレンチ全景 (南から)

2)禅城寺遺跡第 5次調査  トレンチ全景 (西から)

1)禅城寺遺跡第 6次試掘調査  トレンチ全景 (南から)

2)宮の前遺跡第35次調査  トレンチ全景 (北から)

1)宮の前遺跡第40次調査 第 1ト レンチ全景 (南から)

2)宮の前遺跡第41次調査  トレンチ全景 (南から)

1)神田北遺跡第13次試掘調査  トレンチ全景 (北東から)

2)神田北遺跡第13次試掘調査 出土遺物

1)禅城寺遺跡第 6次調査 出土遺物

2)禅城寺遺跡第 5次調査 出土遺物

3)宮の前遺跡第35次調査 出土遺物

図版 2

図版 3

図版 4

図版 5

版図



挿 図 目 次

歴史的環境

第 1図 畑出土有茎尖頭器 ・…………………………………………………………………1

第 2図 宮の前遺跡石棒 。……………………………………………………………………1

第 3図 遺跡分布図 ・…………………………………………………………………………2

第 4図 豊島南遺跡方形周溝墓 ・……………………………………………………………3

第 5図 池田城跡竪穴住居跡 ・………………………………………………………………3

第 6図 豊島南遺跡掘立柱建物跡 ・…………………………………………………………4

第 7図 池田城跡主郭部 ・……………………………………………………………………4

池田城跡第50次調査

第 8図 調査地位置図

第 9図  トレンチ位置図 ・……………………………………………………………………6

第10図  トレンチ北壁断面図 ・………………………………………………………………6

禅城寺遺跡発掘調査

第11図 禅城寺遺跡第 2次調査 ・……………………………………………………………7

第12図 調査地位置図 ・………………………………………………………………………7

禅城寺遺跡第 5次調査

第13図  トレンチ位置図 ・……………………………………………………………………8

第14図  トレンチ平・断面図

第15図 出土遺物実測図 ・……………………………………………………………………8

禅城寺追跡第 6次試掘調査

第16図  トレンチ位置図 ・……………………………………………………………………9

第17図  トレンチ平・断面図 ・………………………………………………………………9

第18図 出土遺物実測図

宮の前遺跡発掘調査

第19図 宮の前遺跡第26次調査 ……………………………………………………………11

第20図 調査地位置図 ・……………………………………………………………………・・11

宮の前遺跡第35次調査

第21図  トレンチ位置図 ・……………………………………………………………………12

第22図  トレンチ平・断面図 ・………………………………………………………………12

第23図 出土遺物実測図 ・……………………………………………………………………13

宮の前遺跡第40次調査

第24図  トレンチ位置図 ・…………………………………………………………………・・13

第25図 第 1ト レンチ西壁断面図 ・………………………………………………………・・13

宮の前遺跡第41次調査

第26図  トレンチ位置図 ・…………………………………………………………………・・13

第27図  トレンチ平・断面図 ・………………………………………………………………14

神田北遺跡第13次試掘調査

第28図 神田北追跡第11次調査 ……………………………………………………………15

第29図 調査地位置図 ・……………………………………………………………………・。15

第30図  トレンチ位置図 ・……………………………………………………………………16

第31図  トレンチ平・断面図 ・………………………………………………………………16

第32図  出土遺物実測図 ・……………………………………………………………………16



I歴史的環境

池田市は大阪府の西北部に位置し、東西4.lkm、 南北9.2kmの南北に細長い市域で、西摂平野の

北東部、丹波山地に源を発する猪名川が北摂山地を分断して平野部に出たところにある。古 くか

ら谷口集落として、大阪と丹波、能勢地方の物資集散、文化交流に中心的な役割を果 してきた。

池田市の地形は、市域のほぼ中央を五月山が占め、それより北には、北摂山地および余野川に

よって形成された沖積平野が広がっている。また、五月山より南には、標高50mの緩やかな五月

丘丘陵が広が り、更に南側には、猪名川によつて形成された広大な沖積平野が広がっている。こ

のような自然環境の中、人々は旧石器時代から生活を営んでいた

ことが近年の発掘調査で明らかになっている。

旧石器時代

現在のところ旧石器時代についての遺跡は少ない。旧石器が出

土 した遺跡 としては、伊居太神社参道遺跡、宮の前遣跡 (螢池北

遺跡 )、 宮の前西遺跡、神田北遺跡が挙げられるが、遺構について

は未確認である。

伊居太神社参道遺跡は標高約50mの 五月山丘陵の西端部に位置

し、明治年間から石器が採集され、その中に少量であるがナイフ

形石器等の旧石器時代に比定されるものが認められている。宮の

前追跡では、昭和61年度の大阪府教育委員会による発掘調査で国

府型ナイフ形石器・平成元・ 7年度の豊中市教育委員会による蛍

池北遺跡発掘調査でナイフ形石器が出土 している。また、宮の前

遺跡に隣接する宮の前西遺跡からは翼状剥片 1点が採取されてい

る。新たな遺跡 として、平成 9年度からの大阪府教育委員会によ

る都市計画道路池田・神田線拡幅工事に伴 う神田北遺跡の調査で

サヌカイ ト剥片 1点出土 している。

縄文時代

市域北部の追跡で縄文時代の遺物が確認されている遺跡は、古

江遺跡から石匙 1点採取されているのみである。

伊居太神社参道遺跡で縄文時代のサヌカイ ト製の石鏃、京中遺

跡でサヌカイ ト製の石鏃 。石毛が採取され、近隣の畑ではサヌカ

イ ト製の尖頭器が採集されている。また、近年の発掘調査で、池

田城跡下層からサヌカイ ト製の石鏃や晩期の生駒西麓産突帯文土

器が出上 し、土坑などの遺構 も検出されている。

一方、南部の台地に位置する神田北遺跡では石鏃・石匙、宮の

前遺跡では石棒が採取され、また、豊島南遺跡で後期から晩期の

上器が出上 している。 しかし、土器は少量で、遺構は検出されて

おらず、縄文時代の集落の規模・性格等は明らかではない。

第 1図 畑出土有茎尖頭器
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第2図 宮の前遺跡石棒



1 木部 1号境

2太 部 2暑嫡

3末 部継山古埼

5愛 宕神社遺跡

6遺 物散布地

8伊 居太褥 4t夢逼遺跡

9紅 交古館

10娯 三堂古斌

1ヽ 娯三堂南吉境

12池 田城跡

13池 田茶 日山百項

14警海 1号墳

15善 海 2暑館

16石 精廃

17 跡

18畑 有舌尖頭吾出土地

9ヽ京 中遺跡

20野 田塚百項

21 夏湖池遺跡

22鉢 塚北遺跡

23鉢 塚苗墳・鉢塚遺跡

24鉢 塚南遺跡

25狐 塚百墳

26石 裕百墳

27二子塚首墳

28穂 城寺遺跡

29宇 保猪名津彦神社古靖

30宇 保遺跡

31 神田北遺跡

32騒 塚百項

33門田遺跡

34神 田南遺跡

35天 神抵跡

36宮 の前遺跡

37翌 島再遺跡

38住 言宮の証遺 Lf

39冨 の両菌遺簿

40五月ケ丘古壊

第 3図 遺跡分布図
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弥生時代

弥生時代前期の遺跡 としては、五月山北麗

に位置する木部遺跡があげられる。木部遺跡

は工事中に発見された遺跡で本格的な調査が

されていないため、詳細は不明である。 しか

し、弥生時代前期から後期の上器が出上 して

お り、池田市内では唯一弥生時代全般を通 じ

て営まれた遺跡である。

弥生時代中期においては、池田市南部の台

地上で遺跡が現れるようになる。宮の前遺跡

は昭和43年 ・44年 に中国縦貫自動車道建設に

ともない、大規模な発掘調査がなされ、方形

周溝墓、竪穴住居跡、土壊墓等の遺構が多数

検出されている。また、宮の前遺跡から西へ

約 l kmに 位置する豊島南遺跡では方形周溝墓

が検出され、宮の前遺跡 との関連が注 目され

る。

後期に入ると、宮の前遺跡、豊島南遣跡は

消滅 し、かわって、五月丘丘陵で池田城跡下

層、京中遺跡、五月山山頂で愛宕神社追跡が

現れる。池田城跡下層では平成 3年の調査に

第 4図 豊島南遺跡方形周溝墓

第 5図 池田城跡竪穴住居跡

おいて、ベット状遺構を伴う竪穴住居跡が検出されている。また、台地では神田北遺跡において

は、竪穴住居跡、土坑が検出されている。弥生時代後期になると小規模の追跡が増加する。

古墳時代

池田市内に残る古墳時代前期に築造された古墳は、池田茶臼山古墳 と娯三堂古墳である。池田

茶臼山古墳は五月山より派生する丘陵の鞍部に築造された全長62mの前方後円墳で、竪穴式石室、

埴輪円筒棺、葺石、埴輪列が検出されている。一方、娯三堂古墳は池田茶臼山古墳 より北西約

500m離れた五月山中腹に位置する径27mの 円墳で、明治時代に石室内から画文帯神獣鏡などが

出土 している。平成元年度の調査の結果、同一の墓墳内に竪穴式石室と粘土彬【が存在することが

確認されている。

古墳時代中期では小規模な低墳丘をもつ古墳が宮の前追跡、豊島南遺跡で見られるようになる。

古墳時代後期では菩海 1・ 2号墳、木部 1・ 2号墳、木部桃山古墳、須恵質の陶棺を持つ五月

ヶ丘古墳のような単独、あるいは 2～ 3基を一単位とする小規模な古墳が現れるが、群集墳は形

成されない。しかし、一方で、巨大な横穴式石室を有する鉢塚古墳や前方後円墳の二子塚古墳が

築造されてお り、この地域の古墳の中でも、異質の存在である。

古墳時代の集落遺跡としては、古江遺跡、木都遺跡等で須恵器や土師器が出土 しているが、こ

|■ ――
|IⅢ l

歳|1鶏 |

隠
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れらの遣跡では、遺構の詳細は判然としない。

豊島南遺跡では古墳時代前期の焼失住居が検

出され、現在のところ、市内において古墳時

代前期の集落遺構が確認された唯―の遺跡で

ある。中期に入ると、少 しではあるが検出遺

構 も増す。宮の前遺跡では竪穴住居跡が検出

されてお り、また、豊島南遺跡では竪穴住居

跡、溝が検出されている。

歴史時代

集落遺跡 としては、宮の前遺跡で奈良時代

の掘立柱建物跡・溝が検出されお り、豊島南

遺跡、神田北遺跡においても奈良時代の掘立

柱建物跡等が検出されている。寺院跡 として

は白鳳・奈良時代の瓦が採取された石積廃寺

があるが、未調査のため詳細は明らかではな

い。中世では神田北遺跡で掘立柱建物跡が検

出されてお り、土師氏によって開発が推進さ

れたとされる呉庭荘 と関係するものとも考え

られる。

室町時代から戦国時代にかけて、国人の池

田氏が豊島郡一帯の政治、経済を掌握するよ

||1鞠

議 ‐簾 ■

イ
∈―鵞|

第 6図 豊島南遺跡掘立柱建物跡

第 7図 池田城跡主郭部

うになる。その池田氏の出自の詳細は明らかではないが、応仁の乱ごろから摂津守護細川氏の被

官として勢力を拡大させていくが、永禄H年 (1568)織田信長の摂津入国により、池田氏は降伏

を余儀なくされ、さらに、元家臣荒木村重によって、その地位を奪われることになる。池田氏の

居館であった池田城は、五月山から南方へ張 り出した台地上の南麗に位置する。昭和43・ 44年 に

主郭部の一部が調査された際、礎石を伴う建物跡や枯山水様の庭園跡が検出され、また、平成元

年度から平成 4年度の調査では虎回、建物跡、小規模な石垣、内堀、坤列建物跡等を確認してい

る。

参考文献

『原始・古代の池田』 池田市立池田中学校地歴部 1985年

『新4多 池田市史』 第 1巻 池田市 1997年

『禅城寺・宇保・神田北遺跡』大阪府教育委員会 2002年
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Ⅱ 池田城跡第50次調査

はじめに

池田城は、池田市の城山町・建石町一帯に位置し、戦国期を中心とする国人池田氏の居城で、

五月山から張 り出した標高50mを 測る台地の西縁辺に立地している。その場所からは、眼下に旧

池田村を望むことができる。また、丹波山地から大阪湾に流れ込む猪名川、大阪と能勢地方を結

ぶ街道を一望することもでき、そのことから、池田城は当時の交通の要衝に選地されていたこと

が半Jる 。池田城を居城とした国人池田氏の出自についての詳細は明らかではないが、13世紀後半

頃の文献からその名が散見されるようになる。しかし、当時の池田氏の動向は不明な点が多い。

15世紀後半頃以降、摂津守護細川氏の被官として、幾度かの落城を経験 しながらも、荘園経営や

高利貸経営により勢力を伸ばし、摂津の国人の中でも有力な地位を得るにようになった。しかし、

永禄 11年 (1568)織 田信長による摂津入国に際し、降伏を余儀なくされ、信長の支配下となる。

その後、元家臣であった荒木村重によって城を奪われ、そして、池田城は村重の有岡城入城に伴

い、政治 。経済支配の拠′点としての役割を終えることとなった。

池田城跡の主郭部は、現在でも土塁と空堀が良好に残 り、当時の面影を少 しは窺わせるが、城

全体の構造について不明な点が多 く残っていた。昭和43、 44年 に主郭部の一部が発掘調査がなさ

れ、建物に伴う礎石、石組の溝、中世城郭では珍 しい枯山水の庭園、落城に伴う焼土層等が検出

された。また、平成元年～4年 に実施された主郭部の発掘調査では、排水のための暗渠を埋設す

る虎回、礎石や一部瓦を伴う建物跡、石組の溝、小規模な石垣、主郭内に設けられた内堀、倉庫

と考えられる坤列建物跡等が検出された。一方、大阪府教育委員会や池田市教育委員会による主

郭周辺の発掘調査では、主郭部の南方約 100mの位置で大手口が存在することや空堀が幾重にも

巡らされていることが判明しており、少 しずつであるが城の全容が解明している。また、池田城

煽

調査地 写

υ

諷キ′ウ

ヨ(リ

il

熙
へ
豹

３

第 8図 調査地位置図
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築城以前の時代についても明らかになりつつあり、昭和60年以降の大阪府教育委員会による調査

では縄文時代晩期の上器、弥生時代後期の竪穴住居跡、古墳時代中期の上坑、奈良時代の木棺墓

が検出されており、また、平成 3年度の池田市教育委員会による発掘調査では、庄内期のベット

状遺構を伴う竪穴住居跡が検出されている。

調査の概要

発掘調査は池田市城山町3217-1に おいて、個人住宅建築に先立ち実施 した試掘調査である。

調査地は池田城跡の東端、池田城が立地する台地下の平地に位置している。調査面積は 2♂であ

る。

基本層序 第 1層は表土、及び、盛土、第 2層 は褐色の粘質土で、基礎の掘削深度の関係から

地山面まで掘り下げることができず、遺構・遺物を確認することはできなかった。

―`1              堵詭m

l一
製」:型争_砂

壁 J
lm

第10図 トレンチ北壁断面図

第 9図 トレンチ位置図
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Ⅲ 禅城寺遺跡発掘調査

はじめに

禅城寺遺跡が位置する宇保町一帯は、H世紀頃、土師氏によって開発されたと考えられる呉庭

荘に比定される。その後、呉庭荘は平安時代後期の′鳥羽院政期には皇室領となり、鎌倉時代に入

ると皇室領からは離れ、農業信仰の牛頭天王を祭神とする呉庭総社を創設し、社領荘園として直

接支配が図られた。善城寺も呉庭総社とともに氏寺として創建された。禅城寺は坂上氏系譜にみ

られる菩城寺と考えられるが、詳しいことはわかっていない。

禅城寺遺跡の発見は、昭和62年マンションエ事中に中世の瓦が発見されたことからはじまるが、

その後、調査の件数が少なく不明な点が多かった。しかし、平成 9年、遺跡の東側に位置する府

道拡幅工事に伴う大阪府教育委員会の試掘調査の結果、中世遺物が発見されたことにより、遺跡

範囲の拡大が行われた。また、平成lo年 に

実施 した池田市教育委員会による個人住宅

建設に伴 う緊急発掘調査の結果、飛ッ鳥時代

の竪穴住居跡 4基、奈良時代の掘立柱建物

跡 1基が確認され、出土遺物についても弥

生時代後期の上器が確認される。こうした

成果から、禅城寺遺跡は宇保町・城南 2丁

目一帯にひろがる弥生時代後期から中世に

かけての複合遺跡であることが明らかにな

った。

Ｉ
ん
菊
　
コ
』
〆
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岱
第2次調査地

第 12図 調査地位置図
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第11図 禅城寺遺跡第 2次調査
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禅城寺遺跡第 5次調査

調査の概要

発掘調査 は池 田市 宇保 町

331-1に おいて、個人住宅建

築工事に先立ち実施 した。調査

面積は 6♂である。

基本層序は、第 1層 は盛土、

第 2層 は暗赤灰砂質上、第 3層

は暗赤灰砂質土、第 4層は明黄

掲粘質上の地山である。

検出遺構

今回の発掘調査第 3層 ・第 4

層上面よりで検出した遺構は柱

穴のみで、柱穴の深 さは10cm

「 10m

第13図 トレンチ位置図

-27.5m

1

4

75R4/1暗 赤灰色砂質土

5B6/1青灰色粘土

10Y6/1灰 色粘質土 75R4/1暗赤灰色砂質土炭化物含む

10YR6/6明 黄褐色粘質土5YR4/1褐灰色粘質土

第14図 トレンチ平・断面図

前後で、出土遺物はなく時期の特定もできなかった。調査 トレンテの

中央には撹乱があるため、掘立柱建物跡の復元には至らなかった。

出土遺物

第 3層 より、須恵器・土師器皿 。瓦器椀等が出上 したが、図化でき 
第15図 出

1遺
物実測図

たものは第15図の13世紀と考えられる土師器皿のみであった。内面と外面口縁部あたりはヨコナ

デで、外面下部は指頭圧痕が認められる。

-8-



禅城寺遺跡第 6次試掘調査

調査の概要

調査 は池田市宇保町270他 において、

建売住宅建築工事 に先立ち実施 した。

調査面積は4ぽである。

調査地は南東に位置する台地よりお

よそ 2m下がつた場所である。基本層

序は、第 1層 は礫含む明赤褐色粘質土、

第 2層 は明赤褐色粘質土、第 3層 は極

明赤褐色粘質土、第 4層 は明黄褐色粘

上の地山である。

今回の調査の結果、地山は北西

に向かい傾斜 してお り、南東に位

置する台地より続 くのもと考えら

れる。

出土遺物

調査により、奈良時代を中心と

する遺物が出土 した。

1。 2は須恵器蓋で、ともに口

縁部は明確な内への折 りがない。

-1

2

＼   | 孔

4

第16図 トレンチ位置図

o               2m

第17図  トレンチ平・断面図
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第18図 出土遺物実測図

ユ　
ド
働
＜
コ
ω
雨
渇
鞘
高
い
０
周
卜
　
劇
濃
娯
写

雨
　
博
い
く
コ
ω
高
迅
斗
離
い
０
周
肝

ω
　
〕
働
＜
コ
Ю
雨
薗
昌
排
前
い
苦
周
ト

ヽ
　
〕
い
＜
刃
０
５
昌
糾
前
い
詳
肝

-9-

15cm



1の口縁端部は角があるが、2は九みを帯びている。3は須恵器椀の口縁でわずかに外彎する。

4は須恵器を模倣した土師質の林身で、色調は褐色である。 5。 6は土師器甕の口縁で、ともに

口縁は外彎し、中央は肥厚する。 7・ 8は須恵器甕の口縁部で、7は体部外面タタキの後、回転

カキロを施す.。
一部自然釉かかりが、表面の風化が著しい。体部内面は同心円タタキの後、なで

消しを行う。口縁端部は丸みをおびる。8は体部外面タタキの後、1回転カキロを施す。体部内面

は同Jふ円タタキを行う。口縁端部は面をもつ。9は須恵器壼底部である。外面底部付近は手持ち

ヘラ削りである。10は須恵器短顕1壷で、口顕部は小さい。■・12は弥生土器壷の底部である。ま

た、これら|の他に移動式竃片 〔図版う 1)13〕 ・瓦が出上している。

奈良時代を中心とする遺物約ヾ出土したことから、1調査地南東周辺の台
―
地上に余良時代の1集落が

広がっていたと考えられ、本調査地は、土器などの廃棄場所と推定で―きる。

―-10-―



Ⅳ 宮の前遺跡発掘調査

はじめに

宮の前遺跡は池田市石橋 4丁 目、住吉 1・ 2丁 目、豊中市螢池北町に広がる旧石器時代から中世

に至る複合遺跡で、待兼山の丘陵より西方へ発達した標高約30m前後の洪積台地に立地する。こ

の台地は、猪名川によって形成された沖積平野とは約10mの比高差を有する。周辺の遺跡として

は、南方に弥生時代中期の方形周溝墓等が検出された豊島南遺跡、古墳時代前期の竪穴住居跡が

検出された住吉宮の前遺跡が位置し、西方に高地性集落と考えられる待茉山遺跡、須恵器を生産

した桜井谷古窯跡群が広が り、古墳時代前期の掘立柱建物跡が検出された螢池東遺跡、国府型ナ

イフ形石器が出土 した螢池西遺跡がある。

当遺跡は、昭和の初頭に地元の人々により石器や土器などが採取されたことにより、遺跡の存

在が知られるようになったが、本格的な調査は行われておらず、遺跡の性格等は不明であった。

昭和43、 44年の中国縦貫自動車道建設に伴い発掘調査が実施され、その結果、弥生時代中期の方

形周溝墓、竪穴住居跡、土墳墓等の他、古墳時代の竪穴住居跡、古墳等が検出された。特に、当

時、検出例が少なかった方形周溝墓が住居 とともに多 く検出されたことから、住居域 と墓域が同

時に把握できる貴重な例として注目されるようにな

った。他にも、奈良時代の掘立柱建物跡、井戸、平

安時代の掘立柱建物跡等が確認され、弥生時代から

中世に及ぶ複合遺跡 として認識 されるようになっ

た。

その後、大阪府教育委員会、豊中市教育委員会、

池田市教育委員会によるマンション等の開発に伴う

事前調査で、遺跡の範囲は東西700m、 南北900mと

拡大 している。昭和61年度の大阪府教育委員会によ 第19図 宮の前遺跡第26次調査

第26次調査地

―

第35次調査地

軋剰睡簗撃坤 Ⅳ_躍

第20図 調査地位置図

一 H―



る調査、平成元年度の豊中市教育委員会よる調査で、国府型ナイフ形石器が出上し、当遺跡が旧

石器時代までさかのぼることが半J明 している。

参考文献

『宮之前遺跡発掘調査概報』 宮之前遺跡調査会 1970年

『蛍池北遺跡 (宮の前遺跡)』  豊中市教育委員会 1995年

『新4多 池田市史』第1巻 池田市 1997年

宮の前遺跡35次調査

調査の概要

調査地は池田市石橋 4丁 目64-9に位置する。調査

は個人住宅に伴い実施した。調査面積は12♂である。

調査の概要

層序は 4層 からなる。第 1層 は盛土、第 2層 は黒褐

色粘質土、第 3層はにぶい赤褐色粘質上の遺物包含層、

第 4層 は責褐色粘質上の地山である。第 3層の遺物包

含層からは瓦器を中心とする中世の遺物が出上 した。

検出遺構は第 3層上からの溝 (SD-1)、 第 4層

(地 山)上からの柱穴・溝等である。
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第22図  トレンチ平・断面図
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SD-1は 幅60cm、 深さ20cmを 預1り 、ほぼ東西方向に

走る。時期は中世以降と考えられる。柱穴はそれぞれ深

さが10cm前 後 と浅 く、また、遺構内からは遺物は検出で

きなかった。

出土遺物

本調査区から出土した遣物は、すべて第 3層の遺物包含層からである。

1は瓦質羽釜の上部で、口縁は少し内向し、また、羽部はやや下を向く。 2は底部から肩部に

かけてしか残存しないが、須恵器の小型平瓶と考えられる。高台はなく、把手が付 くかは不明で

ある。

宮の前遺跡第40次調査

調査の概要

調査 は池田市住吉 2丁 目

67-1に おいて、個人住宅建

築に伴い実施 した。調査地内

東西 2箇所に試掘 トレンチを

設定 し調査を実施 した。調査

面積は4♂である。

調査の概要

両 トレンチともに 2層から

なり、遺物包含層はなく、第

1層 は盛土及び、耕上、第 2層は黄橙色粘

質上の地山である。

調査の結果、遺構・遺物の検出はできな

かった。

盛土及び耕土 /一

' 31.5m

lm
75YR6/6黄 橙色粘土

第25図 第 1ト レンチ西壁断面図

宮の前遺跡第41次調査

調査の概要

調査 は池 田市石橋 4丁 目

89-7に おいて、個人住宅建

築に伴い実施 した。調査地南

側に試掘 トレンチを設定 し調

査 を実施 した。調査面積 は4

♂である。

調査の概要

層序は 2層からなる。第 1

層は盛土及び耕上、第 2層 は

-   1♭
篭

一
二岳i[ラ

'"9    5,m

第23図 出土遺物実測図

く

が

Ｌ

ガ
π

第2ト レンチ
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第26図  トレンチ位置図



黄褐色粘質土の地山である.。

調査の結果、第12層地山上より柱穴 5基

を検出するのみである。出土遺物は第 1層

から土師器片が出上するが、図化できるも

のはなかった。

２

４

表■      4
10YR5/6責 褐色粘土

10YR5/2反責褐色粘土

10YR5/6黄褐色粘土

第2'図  トレンチ平 。断面図

⑬
④
 獄ラ/テ

オ
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V 神田北遺跡第13次試掘調査

はじめに

神田北遺跡は池田市神田1・ 2丁 目、八王子1丁 目一帯にひろがる縄文時代から中世にいたる複

合遺跡である。

当遺跡は昭和50年 に石鏃の発見により周知されたものである。同年、発掘調査が行われ、縄文

時代の石鏃、弥生時代後期の上坑や須恵器等が見つかっている。

その後のマンション・住宅建築等に伴う事前の発掘調査により、弥生時代後期の竪穴住居跡、奈

良時代の掘立柱建物、溝、中世の掘立柱建物などが見つかり、徐々にではあるが遺跡の概要が判明

している。また、平成11年の大阪府教

育委員会による調査では、国府型ナイ

フ型石器が見つかっており、旧石器時

代まで湖ること力半」明している。

また、周辺の調査 として、神田北

遺跡より北に位置する禅城寺遣跡で

は、飛鳥時代の竪穴住居跡が見つか

っている。

参考文献

『禅城寺・宇保・神田北遺跡』

大阪府教育委員会 2002 第28図 神田北遺跡第11次調査

耐 同||十 日∴ ″ hl 』
・
F

第29図 調査地位置図

第11次調査地

ダイハツ春 日寮
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調査のIRI要

調 査 は 神 田 1-
1358-1, -2に おしヽ

て、民間福祉施設建

築 に先立ち実施 した

試掘調査である。調

査地の北側 に トレン

チを設定 し調査 を実

施 した。調査面積 は

6♂である。

層序 は第 1層 が耕

土及び床上、第 2層

は暗褐色粘質上、第

3層 は黄褐色粘質土

の地山である。地山

は北西 に向かって傾

斜 している。

遺構 は第 3層 の地

山上か ら柱穴 を検出

したが、掘立柱建物

の復元はで きなかっ

た。

出土遺物

1か ら3は 包含層

内 より出上 した もの

で、 1は須恵器壷の

口縁部、 2は 須恵器

蓋で宝珠のつまみ、かえりがある。

反する口縁を有する。

トレンチ平・断面図
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第31図

3は須恵器椀で外
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第32図

、 
トレンチ

第30図  トレンチ位置図
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出土遺物実測図
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図
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1)池 田城跡第 50次調査  トレンチ全景 (南 から)

2)禅城寺遺跡第 5次調査  トレンチ全景 (西 から)
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1)禅城寺遺跡第 6次調査 トレンチ金景 (西 から)

2)宮の前遺跡第 35次調査  トレンチ全景 (北 から)



図
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1)宮の前遺跡第 40次調査 第 1ト レンチ全景 (南 から)

撃翼
募亀||

2)宮の前遺跡第 41次調査  トレンチ全景 (南 から)
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1)神田北遺跡第 13次調査  トレンチ全景

2)神田北遺跡第 13次調査 出土遺物
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1)禅城寺遺跡第 6次調査 出土遺物

2)禅城寺遺跡第 5次調査 出土遺物

3)宮の前遺跡第 35次調査 出土遺物
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市町村 遺跡番号

いけだじょうせき

池田城跡第50次

しろやまちょう

城山町3217-1
272043

度

分
秒

135度

25分
38えチ

040223

040224
2ば

個人住宅建設の
ための事前調査

ぜんじょうじいせき

禅城寺遺跡第5次

うほちよう

宇保町331-1他
ク

度
分
秒

135度

25/7)

51秒

０２

一ヽ

〇３

フば
個人住宅建設の

ための事前調査

ぜんじょうじいせき

禅城寺遺跡第6次

うほちよう

宇保町270他

度

分
秒

135度

25うチ
461少

050124

050128

ゼ
ｍ

建売住宅建設
のための試掘調査

みやのまえいせき

宮の前遺跡第35次

いしばし

石橋4-64-9
ク

度
分
秒

135度

26ケ)
41秒

040603

040617
12∬

個人住宅建築に
伴う事前調査

みやのまえいせき

宮の前遺跡第40次

すみよし

住吉2-67-1
ク

度
分
秒

度
分
秒

０７

一一

〇７

，ぼ
個人住宅建築に

伴う事前調査

みやのまえいせき

宮の前遺跡第41次

いしばし

石橋4-89-7
ク

度
分
秒

135度

26分
35秒

040921

040924

を
ｍ

個人住宅建築に

伴う事前調査

こうだきたいせき

神田北遺跡第13次

こうだ

神田卜1358-1他
ク

度
分
秒

135度

25ケ丼
44れ少

041012

041022
6∬

福祉施設建築に
伴う試掘調査

所  在  地 種
口
〃 主 な 時 代 主 な 遣 構 主 な遺 物 特 記 事 項

いけだじょうせき

池田城跡第50次
城館跡 中世

ぜんじょうじいせき

禅城寺遺跡第5次
集落跡 中世 柱穴 瓦器等

ぜんじょうじいせき

禅城寺遺跡第6次
集落跡 中世 須恵器等

みやのまえいせき

宮の前遺跡第35次
集落跡 弥生～中世 柱穴・溝 瓦器等

みやのまえいせき

宮の前遺跡第40次
集落跡 弥生～中世

みやのまえいせき

宮の前遺跡第41次
集落跡 弥生～中世 柱 穴 土師器等

こうだきたいせき

神田北遺跡第13次
集落跡 弥生～中世 柱 穴 須恵器等
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